






要旨:川崎病(KD)急性期の末梢血 T リンパ球の aner gy 状態について Th1/Th2 バランスの

面から検討した.末梢血 T リンパ球を Brefeldin A 存在下に、Phorbol 12 Myristate 13

Acetate と lonomycin で刺激後、細胞内サイトカイン染色法を用いて T リンパ球をフロー

サイトメトリーで解析した.川崎病急性期のIFN-Y産生CD3+Tリンパ球は減少しており、Th1

タイプの Tリンパ球の機能低下が示唆された.


